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実
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【見直し等（Action）】

令和５年度　第５次王滝村総合計画　プロジェクト評価シート

No. 7 プロジェクト名 産業基盤強化プロジェクト 部会 産業部会

科目 予算額 決算額 特記事項重要業績評価指標（KPI）
基準値
(R2)

目標
(R5)

実績
(R5) 主

な
事
業
費

（
千
円

）

16,130 DMO補助金

3,850 緩衝帯整備

観光消費額（億円） 5.9 5.9 4.86 補助金 1,305 1,210 被害対策協議会

農地利用権設定面積（ha） 5 7.0 7.8 工事費 5,082

目
的
課
題

（１）県と連携しながら新規就農の推進と取り組みへの支援
（２）鳥獣害対策の継続実施による農地・森林等を守る取り組み
（３）各農業関係団体と連携、協力し安定的な農業経営の継続を図る
（４）農林商工連携による新たな産業の創造
（５）特定地域づくり事業協同組合制度の検討

関連するゴール

活
動
計
画

（１）県と連携しながら新規就農の推進と取り組みへの支援
（２）鳥獣害対策の継続実施による農地・森林等を守る取り組み
（３）各農業関係団体と連携、協力し安定的な農業経営の継続を図る
（４）御嶽山復興ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの推進と木曽おんたけ観光局への支援
（５）特定地域づくり事業協同組合制度に関する情報収集

新規狩猟従事者数（人） 1 5 0

具
体
的
目
標
値 補助金 16,781

（R7）

（１）電気柵等防除講習会、土壌診断検査結果報告会、農村支援センターとの電柵等現地確認
（２）有害獣対策緩衝帯整備（上条下条地区）0.3ha、サルGPS首輪取付２頭の行動監視等
（３）木曽おんたけ観光局への支援継続（R4～７）
（４）御嶽山を中心とした観光再生を目的に御嶽古道と村の四季を映した観光プロモーションを制作
（５）特定地域づくり事業協同組合制度に関する説明会への参加、農村RMO制度説明会への参加

進捗状況 KPI評価 評価の理由

該当に〇 ランク 評価 Ｂ
ＫＰＩの農地利用権設定面積（ｈａ）については目標値
を達成した。
観光消費額についてはコロナ禍の影響が大きく、令
和4年（4.7億円）に引き続き目標値を下回る実績にと
どまった。

やや遅れ C 改善等検討
遅れ D 改善等実施

順調 A 予定通りの進捗
〇 概ね順調 B 概ね予定通り

〇 改善継続
規模縮小
事業変更

見直し状況等 今後の改善内容等

該当に〇

規模拡大
現状維持

有害獣対策緩衝帯整備の実施面積拡大（地域で有害対策に取り組む意識
付け）、サルGPS首輪取付２頭の行動監視の継続と対策の検討
観光分野では地元商工事業者と連携し、御嶽山、御嶽古道を中心にしたア
ウトドアアクティビティーと伝統食を活かした宿泊プランの創造を推進し、誘
客促進を図るとともに田の原の再整備など受入環境を更に整える。


